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生活面について

身辺面などで、一人でできないことがたくさ

んあり、集団生活など将来の子どもの姿を思うと

不安になります。今後どのように関わっていけば

よいでしょうか

まずは一緒に行うところから始めましょう。

声をかけたり、しっかりと見せて行うことで意識

して取り組むように関わりましょう。少しずつ援

助の手を減らしながら一人でできることを増やし

ていきましょう。手を出しすぎず見守りながら関

わってください。完全にできなくても少しでもで

きればほめていくことから始めましょう。自信と

やる気を上手に育ててください。

甘えとしつけの境界線が分からず、子どもへ

の対応の仕方に悩みます。どのようにしたらよい

でしょうか

子どもの気持ちを受け入れることは大切なこ

とですね。ただ、いつでもどこでも子どもの思い

通りでは困ります。家ではある程度許されること

でも外に出れば人の迷惑になることもあります。

どこまでなら受け入れられるかという許容範囲を

決め、その手がかりを示すことが大事です。普段

から我慢をする経験や、気持ちの切り替えができ

るように関わることが今後も生活をしていく上で

必要になってきます。

子どもの発達が気になるのですが児童精神科

などの専門医の受診・診断を何ヶ月も待たなけれ

ばなりません。それまでどう過ごせばよいでしょ

うか

病院の予約を取られたら、短時間で医師に状

況の説明ができるようにこれまでの主な経過をま

とめておくことがよいでしょう。または他で検査

を受けられた結果や発達相談の結果など参考にな

るようなものをまとめておきましょう。診察はじ

っくりと診ていただきたいものですが、待ち時間

のことを考えると本人にとっては苦痛な時間にな

ります。やっと診ていただける時間が来ても疲れ

て眠ってしまったり、いつにも増して不機嫌だっ

たりしますから、子どもの好きなもので時間をつ

ぶせるアイテムを準備しておくのもよいでしょ

う。またそれまでの間、発達の相談機関などで、

日常の配慮点など小さな目標を立てられるような

相談をされてはどうでしょうか。

偏食が多いのですが、改善策を教えてくださ

い。

極度の偏食の場合、健康面への心配もありま

す。まずは一緒に食べる大人が美味しそうに食べ

るところを見せ、食べることの楽しさを伝えまし

ょう。また、何が嫌なのか（味、食感、素材が何

か分からないことが不安など）を知ることが必要

です。具材を小さくして混ぜるなど調理の工夫を

することで食べられる場合もあれば、難しい場合

もあります。食べず嫌いな場合もあるので無理せ

ず一口だけでも食べるところから始めることでそ

の美味しさを知ることもできるでしょう。その際

は、少しずつ小皿に取り分けて与えるのもよいか

もしれません。
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発語を促すためには、どのように関わればよ

いでしょうか

言葉の獲得は、毎日の生活の中で遊びや人と

の関わりを通して自然と身についていくもので

す。注目してみたり、指さしや模倣などは発語へ

のステップです。普段の生活の中からスキンシッ

プを持ちながら一緒に物や絵本を見ながらお話し

をしましょう。うまく言葉にならないようなら

「～と言いたかったんだね」と代弁してあげてく

ださい。物への興味や人に「伝えたい」という気

持ちが言葉につながっていきますので、「もっと

○○してほしい」という気持ちをおこさせる魅

力的な活動を提供しましょう。

保育所、幼稚園の受け入れ体制、サポート体

制はどのようになっていますか

幼稚園において障がいのある幼児を受け入れ

て、担任の配慮のもと指導を行っているところや、

障がい児加配を配慮して行っているところがあり

ます。しかし、市町村の事情により毎年加配等の

先生がつくとは限りませんので、園長先生や市町

村教育委員会の教育相談の担当者とよく相談なさ

ってください。

日常生活を送る上で、医療ケア（胃ろうを造

設し、気管切開しています）が必要な子どもです。

母親が病気をした場合、なかなかみてくれる人も

なく、必要な外出もままならない状態です。福祉

サービスなどの利用もどのようにしたらよいか分

からず、医療ケアが必要ということでサービスを

断られないか心配です。入院や通院も多く、夫に

協力してもらっても兄弟の世話が十分にできませ

ん。今後どうすればよいでしょうか

介護や医療ケアをしながら24時間体制の子育

てをするには、母親一人では限界があります。近

くに協力してくれる人がいたらいいですが、そう

でない場合も多いです。医療の必要な子どもをみ

てくれる事業所や施設はまだまだ少ないですが、

医療サービスと福祉サービスを組み合わせて過ご

されている方もいます。

一人ひとり障がいや病状も異なり生活状況も違

いますので、一度、自治体の障害担当課や保健師

さん、委託相談支援事業所などにお話ししてみて

はどうでしょう。ご家族が安心して子育てできる

ように一緒に考えてくれます。また、同じように

がんばっておられるご家族もいますので、お話し

することで勇気づけられたり、情報交換もできま

す。お母さん同士お話しできるきっかけが病院な

どでもあるかもしれませんが、他に、親の会やサ

ロンのようなところがないか、あわせて尋ねてみ

てもいいかもしれません。

行動面について

言葉が不十分で要求などを伝えられないため

子どもの気持ちを分かってやれないことも多く、

子どもがかんしゃくをおこしてしまうことがよく

ありますが、どのように対応すればよいでしょう

か

簡単な身振り・絵カードなどでコミュニケー

ションをとることから始めてみましょう。自分の

「意」が通らない時には「こんな風にすると伝わ

るよ」ということが分かると本人も伝える努力を

しようとします。それにはまず子どもの発達を正

しく把握することが大切です。

５歳の子どもがゲームの勝ち負けにこだわり

ます。絶対勝たなければ納得しないので困ってい

ます。どのように対応すればよいでしょうか

初めのうちは、そばで見ているだけで、子ど

もがやっていることや、感じていることを推測し

て、「言葉や動き」を介して関わりを持つような

対応が必要です。例えば、「負けて残念だったね」、

「勝ってよかったね」など共感することが大切で
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す。少し関わりが持てるようになったら、別のゲー

ムなども取り入れ、難易度を少しずつ変化させる

ことによって、「負け」があることが、次のゲー

ムに意欲的に取り組みを発展させ、逆に楽しみが

増していくことを感じさせていきましょう。勝ち

負けにこだわることも成長につながっていきま

す。

発達障害のある子どもですが、外出先などで

大きな声を出したり、激しく動き回って周囲の人

に迷惑をかける場合があります。こんな時、子ど

もにはどう接すればよいでしょうか

外の場合は本人にとって刺激が多く、見通し

がつきにくい環境となります。大きな声を出す原

因として『どのように行動するべきか状況の理解

が難しい』『見通しがつかず混乱している』『苦手

な音があるからその場から離れたい』『注目を浴

びたい』などが考えられます。まずは、原因を考

え予防を検討することが必要です。また、今何を

するべきかを伝え、できた時にほめるという少し

ずつの取組みが次の良い行動につながっていくと

考えられます。

リハビリに通っていますが、年齢とともに体

が大きくなり（筋肉の）緊張も強くなっています。

抱っこや着替え・入浴・排泄の介助などがひと苦

労です。このまま大きくなり、緊張が強くなる一

方ならどうしようかと不安です。

子どもが大きくなるにともなって介護量は大

きくなります。まず大切なのは、お母さんが健康

でいることです。そのためには、福祉サービスの

利用などお母さんの息抜きタイムを確保していく

ことが必要です。大きなお子さんの介護方法です

が、先輩お母さんに聞いたり福祉機関に相談する

などしてみてください。筋肉の緊張に対する治療

（リハビリを含めて）はゆっくりですが進歩して

います。未来には不安もありますが、きっと希望

もあると思います。

就学に向けて

コミュニケーション能力が低いので（言葉が

遅いので）友達ができるか、いじめをうけるので

はないか心配です。スムーズに学校生活に慣れる

にはどうしたらよいでしょうか

社会生活を送る上で、コミュニケーションが

とれることは大切です。言葉が遅い子どもには身

体表現で感情を表したり、絵カードなどで気持ち

を伝えることもいいでしょう。また、スムーズな

学校生活を送るために、他の子どもへの指導を含

めて、学校や担任の先生と密接に連絡をとること

がいいでしょう。

子どもの就学を控え、特別支援学校か、地域

の学校か、どちらに通わせるのが良いか悩んでい

ます。地域の学校でもがんばれるのではと期待し

ているのですが、学年が上がるにつれてついてい

けるか心配です。また、サポート体制はどうなっ

ているのでしょうか

就学先として、学校見学を利用して特別支援

学校や小学校の話しを聞いたり、園内や市町村教

育委員会の先生方とよく相談して決めてくださ

い。県内には盲ろう養護学校のほか、障がい種別

に特別支援学級が設置されている小学校がありま

す。未設置校については、就学指導委員会の相談
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結果を受けて、市町村教育委員会で新設され、サ

ポートを受けることができます。

兄弟関係について

年齢が小さいので障がいのある兄のことが分

からないようです。何かと兄のことが中心になり、

弟が我慢することが多く、兄弟関係もうまくいか

ないため関り方が分かりません。どのように関わ

ればよいでしょうか

例えば、障がいのある子どもを訓練に連れて

行くために兄弟が時間を割かれたり連れ歩かれた

りすることがありますが、なぜ訓練が必要なのか

は幼い頃から見聞きすることで理解ができていく

のではと思います。反面、我慢を強いられている

ことも多く、日頃から兄弟にゆっくり関わる時間

を持つことも必要です。そのためには時には障が

いのある子どもを福祉サービスなどで預けられる

ことを考えてみるのも一案です。
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